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研究生活のためのインフォマティクス【第 1回】

ポケットひとつの原則—ファイルは手ぶらで運ぶもの

轟　眞市 物質・材料研究機構光材料センター∗
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USBメモリやノートパソコンを紛失してしまい、

「記録されていた個人情報が流出する恐れあり」と、

責任者が謝罪する事件を目にするたび、あの仕組み

を導入しておいて本当に良かった、と実感する。ネッ

トから侵入してくるウイルス等の脅威もさることな

がら、情報を管理する側の人間に完璧を期待できな

い現実にも対処すべきである。

また、裁量労働制や在宅勤務の導入で、場所にと

らわれない働き方が可能になってきた研究者は、ど

うすれば効率的なファイル管理ができるのであろう

か。本稿では筆者が講じている対処法を紹介する。

特殊な方法に見えるかもしれないが、その裏に流れ

る哲学を感じていただけたらと思う。

わかっちゃいるけど、、、

なぜ、USBメモリやノートパソコンを持ち歩かな

ければならないのか？外回りでそれらが必要である

なら仕方がない。でももし、職場と自宅で同じファ

イルやソフトが必要、という理由だけなのであれば、

他にもっとやり様がある。ネットワーク経由で運べ

ば良いのだ。

例えば自分宛てのメールに必要なファイルを添付

する。あるいは、オンラインストレージ†を利用する。

でも、たくさんのファイルを参照する必要があるし、

いちいち選んでいられない。急いでいる時はうっか

り転送し忘れることもある。

そう、必要な作業をするのにいちいち手間がかか
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図 1:ネットワーク構造

ると、それが億劫になって、結局望ましくない安易

な方法 (この場合はファイルやPCの持ち出し)に走っ

てしまうのが人間だ。でも、安易な選択をして自ら

に常に完璧な物品管理を課すよりも、パソコンに完

璧な作業をやらせる方が遥かに気が楽である。手を

抜けずに常に努力を強いられる位なら、手を抜くた

めの努力をする方が良い。

単純にすればコトは容易

解決策は単純なものが一番良い。職場や自宅のど

のPCを立ち上げても、同じファイルが見えるように

すれば良い。席を離れるときにコマンドを打ち、別

のパソコンを立ち上げたらまたコマンドを打つ。あ

とはパソコンが自動的に最新のファイルに上書きし

てくれる。移動させるべきファイルを指定する必要

はなく、勝手にパソコンが選んでくれる。その様な

プログラムを自作した。

これを導入して以来、どこで仕事をしようとも、仮

想的に同じパソコンを使っている状態となった。「情

報を保存する場所は一ヶ所にまとめるべし」という

ポケットひとつの原則 [1] にもかなうやり方だ。
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◎連載

勘の良い読者なら、「ちょっと待て」とお思いにな

るであろう。職場から退出する時にパソコンの電源

は切るのだから、自宅のパソコンから職場のファイ

ルを見ることはできない。そもそも職場にはファイ

アウォールが設置されているのだから、自宅からは

アクセスできない。

その通り。そこで筆者は外部にサーバを借り受け、

そこを介してファイル転送している (図 1参照)。オ

ンラインストレージと異なるのは、ファイル指定を

する手間を省いている点だ。全ての OSは Linuxに

統一してあり [2]、転送には rsyncというフリーソフ

トウエアを使っている。接続先のファイルと比較し

て、内容が異なるものだけを選んで転送してくれる

ので、仕事一日分のファイル転送量はたかが知れてい

る。2001年 2月にこの仕組みを導入して以来、ファ

イルの持ち運びにまつわる問題に悩まされることは

ほとんど無くなった。今まで 7年半も手が抜けたの

だから、その構築に努力した甲斐があったというも

のだ。

常時電源が入っているレンタルサーバーとファイ

ルが同期されているということは、常にファイルが

バックアップされていることを意味する。定期的に

ファイルを光ディスクにバックアップする必要が無

くなった。また、今までに 2度、ハードディスクが

壊れて中身を失ったことがあったが、迅速にデータ

を復旧することができた。

ユビキタスMy PC

自分の行動範囲にあるどのPCを使っても同じファ

イルが見えるということは、重さの無いファイルキャ

ビネットを持ち歩いている様なものだ。今まで紙媒

体で保存していたものをハードディスク上への保存

に切替えることの利益は測り知れない。電子ファイ

ルの形で収集した論文等はどこでも読み出せるし、

実験ノートも電子化が可能である [3]。忘れて困るこ

とは何でも入力しておく習慣がついた。

古来、良いアイデアが浮かぶ場所として三つの場

所が挙げられている。馬上・枕上・厠上、すなわち

移動中、就寝中、排泄中である。思い付いたアイデ

アを、忘れないうちに最寄りの PCに入力しておけ

ば、あとでどこからでも検索することができる。自

分専用のアイデアデータベースとなる。

整理するなら効率的に

昨今のハードディスクの容量は肥大化し、溢れる

心配はほぼ無用になった。しかし、せっかく保存し

ておいても、必要な時に必要なものを見付けられな

ければ、ゴミを大事に抱えている様なものだ。後で

見付け易くなるように整理することも大事だが、全

てを整理していては、時間が幾らあっても足りない

ことは目に見えている。選択と集中が必要である。

自分の研究業績に関するファイルは後で参照する

ことが多い。また、研究業績リストは研究者であれ

ば常に更新しておくべきものである。ならば、これ

を電子化しておき、関連するファイルへのリンクを

埋め込んでおけば、必要なファイルが見付け易くな

る [4]。このリストに載らないファイルなら利用頻度

も少ないから、別途全文検索ソフトウエアで探す方

が効率的である。

机やキャビネットを使い易く整理することは一仕

事だが、ハードディスクの整理と検索は、パソコン

の力を借りることができる分、うまいやり方がある

のである。
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